
　

留
学
生
支
援
と

　

日
中
友
好
の
た
め
に

　

牛
尾　

私
が
理
事
長
を
務
め
る
公
益

財
団
法
人
ウ
シ
オ
財
団
が
特
別
枠
を
設

け
、
２
０
０
２
年
か
ら
中
国
人
留
学
生

の
奨
学
生
募
集
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
テ
レ
ビ
で

偶
然
に
大
富
社
長
の
張
さ
ん
が
企
画
制

作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

「
私
た
ち
の
留
学
生
活
〜
日
本
で
の
日

々
〜
」
を
見
た
こ
と
で
す
。
中
国
人
留

学
生
と
そ
の
家
族
を
追
っ
た
番
組
で
し

た
が
、
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を

浅
利
慶
太
さ
ん
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
張

さ
ん
と
会
う
機
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
募
集
窓
口
と
し
て
中
国
人

奨
学
生
を
選
考
し
、
ウ
シ
オ
財
団
へ
推

薦
す
る
業
務
を
大
富
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
ウ
シ
オ
財
団
の
奨
学
金
は
返
済
義

務
が
あ
り
ま
せ
ん
が
学
業
を
終
え
た
あ

と
、
ふ
る
さ
と
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
、

日
中
の
友
好
促
進
を
支
え
る
。
こ
れ
が

社
会
へ
の
貢
献
だ
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

張　

私
自
身
が
留
学
生
で
し
た
し
、

文
化
交
流
に
は
お
互
い
の
国
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
中
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
と
す
る
人
的

交
流
が
深
ま
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
文

化
摩
擦
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
の
も
事

実
で
す
。
欧
米
の
人
と
違
っ
て
外
見
が

似
て
い
る
た
め
、
か
え
っ
て
行
動
様
式

の
違
い
を
理
解
し
に
く
い
の
で
し
ょ
う
。

　

テ
レ
ビ
放
送
は
現
地
に
行
か
な
く
て

も
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
人
々
の
暮

ら
し
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
に
は
非

常
に
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
カ
国
語
放
送
が

　

相
互
理
解
深
め
る

　

張　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
放
送
を
通
し
て
中
国
を
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要

な
意
義
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。
た
だ

し
、
お
互
い
を
知
り
、
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
に
は
言
葉
の
壁
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
中
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
活
性
化

に
伴
い
、
中
国
語
の
分
か
る
日
本
人

や
、
中
国
文
化
に
造
詣
の
深
い
日
本
人

だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
の
日
本
人
も

中
国
の
こ
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
「
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
大
富
」
で
は
現
在
、
２
カ
国
語
放

送
の
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
12
月
23
日

か
ら
試
験
放
送
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
放
送
は
12
年
１
月
22
日
ス
タ
ー
ト

で
す
。
中
国
の
経
済
・
金
融
・
政
治
・

歴
史
・
文
化
な
ど
を
24
時
間
ダ
イ
レ
ク

ト
に
日
本
語
で
お
届
け
し
ま
す
。
生
放

送
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
、
日
本
語
同
時

通
訳
で
放
送
し
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
情

報
番
組
な
ど
は
、
す
べ
て
日
本
語
字
幕

付
き
で
放
送
し
ま
す
。

　

２
カ
国
語
放
送
が
実
現
し
ま
す
と
日

中
両
国
の
報
道
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

中
国
側
の
捉
え
方
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
「
そ
う
い
う
見
方
も
あ

っ
た
の
だ
」
と
気
づ
く
こ
と
で
、
誤
っ

た
判
断
を
し
な
く
な
る
意
義
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

　

牛
尾　

ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間

は
20
世
紀
後
半
の
15
年
か
ら
20
年
分
の

変
化
が
起
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
５

年
間
で
日
中
間
の
距
離
が
近
く
な
り
、

日
中
関
係
の
質
も
変
化
す
る
で
し
ょ

う
。

　

そ
う
し
た
時
代
に
テ
レ
ビ
を
通
じ
て

そ
の
変
化
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
日
本
語

放
送
開
始
は
、
日
本
の
視
聴
者
に
と
っ

て
非
常
に
有
益
だ
と
思
い
ま
す
し
、
日

中
の
相
互
理
解
と
友
好
に
つ
な
が
る
効

果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

張　

日
本
語
放
送
開
始
は
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
私
共
の
集
大
成
で
す
。
今

ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
牛
尾

会
長
、
株
主
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
日

中
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
し
、
感
謝
の

気
持
ち
が
私
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
12

年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化
40
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。
日
中
関
係
は
単
な

る
２
国
間
の
関
係
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア

ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
大
富
の
日
本
語
放
送
開
始

を
契
機
に
、
日
中
両
国
民
が
相
互
理
解

を
増
進
し
、
心
を
通
い
合
わ
せ
、
末
永

き
友
好
関
係
を
築
く
た
め
に
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ＣＣＴＶ大富　日本語放送スタート

　中国中央テレビ局ＣＣＴＶの番組を日本におい
て２４時間リアルタイムで放送している「ＣＣＴＶ
大富」が、２０１２年１月２２日から日本語同時通訳
・字幕放送を開始する。日中両国民の相互理解と
友好をもたらす架け橋として、より一層重要な役

割が期待されている。そこで、ウシオ財団を通じ
て中国人留学生の奨学生募集に尽力されてい
るウシオ電機会長・牛尾治朗氏と大富社長・張麗
玲氏のお二方に、今回の日本語放送開始の意義
などについて話し合っていただいた。
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企画・制作＝日本経済新聞社
クロスメディア営業局

日
本
の
商
社
で
働
い
た
経
験
も
あ
り
ま

す
。
留
学
生
は
日
中
友
好
の
架
け
橋
と

な
る
存
在
で
す
。
日
本
の
人
々
や
社
会

に
触
れ
る
事
は
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま

す
。
私
が
日
本
に
来
て
感
じ
た
こ
と

は
、
日
本
の
人
も
中
国
の
人
も
互
い
の

国
を
理
解
し
て
い
な
い
、
知
ら
な
い
こ

と
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。　

　

私
が
日
本
で
暮
ら
す
留
学
生
を
テ
ー

マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
を

始
め
た
の
も
、
多
く
の
人
た
ち
に
留
学

生
の
実
態
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
が
目
的

で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
方
に

視
聴
し
て
い
た
だ
き
、
放
送
文
化
基
金

賞
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
賞
を
頂

く
ま
で
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
の
最
新
文
化
・
時
事

情
報
な
ど
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日

中
友
好
関
係
構
築
の
一
翼
を
担
う
こ
と

を
事
業
理
念
と
し
、
１
９
９
８
年
に

「
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
大
富
」
の
放
送
を
開
始
し

ま
し
た
。
「
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
大
富
」
は
、
中

国
国
家
テ
レ
ビ
局
「
中
国
中
央
電
視
台

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
」
の
番
組
を
24
時
間
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

牛
尾　

10
年
の
日
本
の
貿
易
相
手
国

第
１
位
が
中
国
で
あ

り
、
中
国
の
貿
易
相

手
国
の
２
位
が
日
本

で
あ
る
よ
う
に
、
経

済
面
で
の
日
中
関
係

は
緊
密
で
、
中
国
は

内
需
主
導
型
の
経
済

成
長
を
進
め
な
が
ら

日
中
の
経
済
活
動
は

ま
す
ま
す
活
発
化
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
日
中

の
人
的
交
流
も
ま
す

ま
す
活
発
化
し
て
お

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
中

国
に
在
留
す
る
日
本

人
も
増
加
し
て
い
ま

す
し
、
観
光
で
訪
れ

る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
日
本
と
中
国
の

ウシオ電機会長
牛尾　治朗 氏

大富社長
張　麗玲 氏

相互理解を増進し、
友好の思いを深める

　ＣＣＴＶ大富の日本語放送開始に当たり、駐日中国大使館を代表して
謹んで心からお祝い申し上げます。
　テレビは大衆メディアとして、現代生活に欠かせないものとなってい
ます。人々はテレビを通じ最新情報を得て、世の中の状況を知り、世界
を体験し、見識を広げています。
　中央テレビ局（ＣＣＴＶ）は中国で最も影響力のある、視聴者が最も多
い、カバー範囲が最も広い全国的テレビ局です。ＣＣＴＶ大富が中央テレ
ビ局の番組を日本語で放送することは、日本の視聴者が真実の中国を知
るための大きな橋渡しをするもので、日本国民が中国の最新の発展、変
化を知り、中国に対する客観的認識を深めるのに役立つものと存じます。
　来年、中日国交正常化４０周年を迎えます。この４０年間、中日関係は
絶えず深まり、広がり、各分野の交流と協力がますます緊密になり、両国
民に実益をもたらしています。国の交わりは民の親しさにあります。両
国民の相互理解と友好は、両国関係が発展するための原動力と源泉に
なります。ＣＣＴＶ大富の日本語放送は、両国民の相互理解を増進し、心
を通い合わせ、中日の子々孫々にわたる友好のために共に積極的に貢
献できるよう心から期待しております。

程　永華 大使

在日本中華人民共和国全権特命大使


